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        第一話　鉄のハインリヒ


１


　むかしむかしのおお昔、まだ人のねがいごとがなんでもかなったころのこと、一人の王さまが住んでいました。王さまのお姫さまがたは、どれもこれも、うつくしかったのですが、そのなかでも、いちばんすえのかたは、きわだってうつくしく、お日さまなどは、そういうのをたくさん見なれていらっしゃるのに、このおひめさまばかりは、顔をお照らしになるたんびに、どうしてこんなにうつくしいのかと、ふしぎにおぼしめすほどでした。

　王さまのお城のちかくに、大きな暗い森があって、その森のなかには、菩提樹ぼだいじゅの古木の根がたに、水のもくもくわきだしているところが一かしょありました。暑くってしようのない日には、おひめさまは森のなかにはいって、このすずしい泉のへりにすわることにしていました。それから、退屈すると、黄金のまりをだして、それをまっすぐにほうりあげては、落ちてくるのを下でうけとるのがおきまりで、これが、おひめさまのなによりすきな遊戯でありました。

　ところが、あるとき、この黄金のまりが、どうしたのか、お姫さまのさしあげていたかわいらしい手のなかへは落ちてこず、すれちがいに地めんへすとんとおちて、そのまま、ころころと、水のなかへころげこみました。



  　おひめさまはまりのころがったほうへ目をつけましたが、まりは影もかたちもありません。




泉は、ふかいのなんの、底なんかとても見えるものではないのです。おひめさまは泣きだしました。なく声はだんだん大きくなりました、けれども、いくら泣いてもどうしてもあきらめがつきません。なさけなくって、かなしくって、おいおい、泣いているところへ、だれだか、

「どうなすったの？　おひめさま。そんなにおなきになったら、石でも、おひめさまをおかわいそうに思うことでございましょう」と、呼びかけたものがあります。その声がどこからでてくるのかとおもって、あたりを見まわすと、目にとまったのは、ぼてぼてした、いやらしいあたまを、水の中からつきだしてる一ぴきの蛙1でした。

「なあんだ！　おまえなの、水のぺっちゃりぺっちゃりさんなら、おなじみじゃないの。あたし、だいじな黄金のまぁりが泉のなかへおっこちたので、それで泣いてるのよ」と、おひめさまが言いました。

「おだまりなさいね、おなきになるものじゃありません」と、かえるがへんじをしました。「わたくしならば、なんとかなるとおもいます。ですがね、もしもわたくしがおひめさまのおもちゃをひろいあげてまいりましたら、おひめさまは、わたくしに、なにをくださいますか」

　

[image: カエルの画像]

　

「かえるさんのほしいものなら、なんでも」と、おひめさまが言いました。「いいこと！　あたしのもってるきものだの、あたしのもってる真珠だの、いろんな宝石だの、それから、あたしのかぶってる黄金のおかんむりもね」

　すると、蛙は、「おひめさまのおめしものだの、真珠や宝石だの、黄金のおかんむりだの、そんなものは、ほしくはございません」と、うけこたえしました。「けれども、おひめさまが、わたくしをかわいがってくださるおつもりならば、わたくしを、おひめさまのおあいてのあそび友だちにして、おひめさまとならんでかわいらしいお膳へすわらせて、食べものは、おひめさまのかわいらしい黄金のお皿でたべさせて、飲みものは、おひめさまのかわいらしいおさかずきで飲ませて、おひめさまのかわいらしいおとこのなかにねかせてくださいまし。このお約束さえしてくだされば、下へおりていって、黄金のまりをひろってきてあげましょう」

「ああ、いいともいいとも。まぁりをとってきてくれさえすれば、おまえののぞみは、なんでもお約束してあげることよ」

　口ではこう言いましたが、お姫さまは、おなかのなかで、「蛙のおばかさんが、なにをべちゃくちゃいうことやら。かえるはかえるどうし、水のなかにかたまって、オレキレキ・アナタガタってないてるんじゃないの。人間のおなかまいりなんか、できやしないわ」と、おもっていたのです。

　蛙は、おひめさまがたしかにうけあったのをきくと、あたまをひっこめて、下へ沈みました。それから、すこしたつと、四肢で水をかきながら、ぶかぶか、浮きあがってきましたが、口にはまりをくわえていて、それを草のなかへほうりだしました。おひめさまは、また世にでてきたりっぱなおもちゃをみつけると、すっかりうれしくなって、それをひろいあげるなり、横っとびにとんでいってしまいました。かえるは、

「待ってえ、待ってえ！　いっしょにつれてってえ！　おひめさまみたいに、かけられやしない」と、声をはりあげました。けれども、かけだしていくおひめさまのうしろから、いくら死にものぐるいになきたててみたところで、なんの役にたちましょう、お姫さまは、そんな声なんか耳へもいれず、いそいでおうちへかえって、蛙のことはすぐ忘れてしまいました。かわいそうに、かえるは、よんどころなく、もとの泉のなかへおりていきました。


２


　ところが、そのあくる日、おひめさまが王さまやごけらいみんなといっしょに食卓について、かわいらしい黄金のお皿でごちそうをたべていると、ぴちゃりぺちゃり、ぴちゃりぺちゃり、なんだか、大理石の階段をはいあがってくるものがありました。そして、上までのぼりきると、戸をたたいて、

「王さまのおひめさま、いちばんお末のおひめさま、ここ開けてえ！」と、よびたてました。　

　お姫さまは、だれが外にいるのだか見てやろうと思って、早足に行ってみました。ところが、あけてみると、例のかえるが、戸の前にぺちゃんとすわっているのです。おひめさまは、戸をぴしゃりとしめて食卓へもどってきましたけれども、心配で心配でたまりません。王さまは、おひめさまの胸がどきどきしているのを百も御承知で、

「ひめや、なにがこわいの？　戸のそとに大入道でもいて、ひめをさらっていこうとでもいうのかい」と、声をかけました。

「いいえ、そうじゃないの」と、おひめさまがおへんじをしました。「大入道なんかじゃなくってよ。きたならしい、いやらしいかえるなの」

「どんなごようがあるの、かえるが、ひめに？」

「あのねえ、おとうさま、わたくしがねえ、昨日森へいって、いつもの泉のそばであそんでいましたらねえ、黄金のまぁりが、水のなかへおっこちましたの。それで、大きな声で泣いてたもんで、あのかえるがまぁりをひろってきてくれましたの。それから、かえるがあんまりたのむもんで、お友だちにしてあげるって、かえるにおやくそくしちまったのよ。だって、わたくし、かえるが水のなかからでてくるなんて、てんでかんがえなかったんですもの。それだのに、今おへやの外へやってきて、わたくしのとこへはいろうって、いうことききませんの」

　そのとき、また、戸をたたく音がして、大きな声がきこえました。



	｢王さまのいちばんおすえのおひめさま、あけてちょうだいなあ、きのうのことはどうしたの？　すずしいいずみの水のそばで、

	おひめさま、あたしになんと言いました？王さまのいちばんおすえのおひめさま、あけてちょうだいなあ」




　それをきいて、王さまが、

「おやくそくしたことは、どんなことでも、そのとおりにしなくてはいけません。さあ、行って、あけておやり」と、いいました。

　お姫さまがたっていって、入口の戸をあけると、蛙が、ぴょこんととびこんできて、おひめさまのあるくとおりにくっついて、おひめさまの椅子のところまでやってきました。そして、そこへぺちゃんとすわって、

「おいすの上へ、おひめさまのおそばへあげてくださいな」と、よびかけました。

　おひめさまはぐずぐずしていましたので、とうとう王さまが、はやくあげてやれと、ごめいれいになりました。蛙は、やっと椅子へあげてもらったかとおもうと、こんどは食卓の上へあがりたがりました。食卓の上にすわると、

「二人でいっしょにたべられるように、おひめさまの黄金のお皿を、もっと、わたくしのほうへよせてくださいな」と、いいだします。

　おひめさまは蛙のいうなりにしてはやりましたけれども、じぶんからそうしてやろうと思ってしたのでないことは、だれにでもちゃんとわかりました。かえるは舌つづみをうってたべましたが、おひめさまのほうは、ひと口ひと口が、のどをとおらないくらいでした。ところが、そのうちに、蛙が、

「おなかいっぱいいただいて、だるくなりました。おひめさまのおへやへつれてって、おひめさまの絹のおふとんをしいてくださいな。ふたりで寝ることにしましょうよ」と言いだしました。

　お姫さまは泣きだしました。蛙がこわくなりました。こんな冷いかえるなんぞ、さわるのもいやなのに、それが、おひめさまのうつくしい浄らかなおとこに寝ようなんて言いだしたのですもの。すると、王さまがお腹だちで、

「だれにしろ、じぶんがこまっていたときに力をかしてくれたものを、あとになって、ばかにして相手にしないという法はない」と、しかりつけましたので、おひめさまは、二本指で蛙をつまんで、お二階へもっていって、おへやのすみっこへおきましたが、おひめさまがねどこへ横になると、かえるは、ぴちゃりぺちゃり、はいだしてきて、

「だるくってしようがない。あたしも、おひめさまとおんなじようにねたいもんだ。上へあげてくださいな、でなきゃ、おとうさまにいっつけるからいい」と、言うのです。

　これをきくと、こんどこそ、お姫さまは、すっかり腹をたててしまって、蛙をひろいあげるなり、力まかせに壁へたたきつけました。

「さあ、これで楽ができるだろ。いやらしいかえるったらありゃしないわ」


３


　ところが、その蛙が、下へおちたときには、蛙ではなく、人なつこい美しい目をした王子でした。

　この王子がおひめさまのおとうさまのお気にめして、お姫さまのなかよしのお友だちであり、おむこさまでありました。そうきまると、王子はおひめさまに、じぶんは悪者の魔女の魔法にかかっていたこと、おひめさまのほかには、だれひとりじぶんをあの泉から救いだせるものはなかったこと、それから、明日は両人そろってお国へかえるつもりだということを話しました。

　お話がすむと、ふたりは寝てしまいましたが、あくる朝、お日さまがふたりをおこしてくださるのをあいずに、白馬八頭だちの馬車が一だい、お城へかけつけてきました。馬は、まっ白な駝鳥の羽をあたまにつけ、黄金のくさりでつながれていて、それから、馬車のうしろには、わかい王さまのごけらいが立ちのりをしていました。これは、忠臣ハインリヒです。

　忠臣ハインリヒは、殿さまが蛙にされてしまったときには、すっかりしょげかえって、胸のまわりに鉄のたがを三本はめてもらいましたが、それは、悲しみのあまり胸が破裂するといけないからでした。

　この馬車は、わかい王さまをお国へおつれもうすおむかえの馬車で、忠臣ハインリヒは、お二かたをおのせしてから、じぶんはまたうしろへ立ち乗りをしましたが、王さまの救いだされたことがうれしくってなりません。こうしていくらかの道のりをはしったとおもうころ、王子のうしろのほうで、まるで何かが破裂でもしたような、ぱちーんという音がきこえました。王子はぐるりとふりむいて、声をかけました。






　　　｢ハインリヒ、馬車がこわれる」

　　　｢あいや、とのさま、馬車ではござらん、

　　　これは、てまえのむねのたが、

　　　とのさまが泉のなかにおすまいなされ、

　　　とのさまがおかえるどんでござったころ、

　　　きついいたみをしめつけおったむねのたが」






　もう一ど、またもう一ど、途中で、ぱちーんという音がしました。そのたんびに、王子は馬車がこわれるのではないかしらと思いました。けれども、それは、とのさまが救いだされて、たのしい日をおくるごみぶんになられたので、例のたががはちきれて、忠臣ハインリヒの胸からとびちるのでした。











	

註　水陸両棲動物のうちで、蛙は、大昔から民間信仰のおおだてものであり、したがって童話の世界でも、魔ものとして大きな役わりを演じています。まものといえば、だいたい人間に害をくわえるもので、娃族もこのたぐいですが、人間をたすける場合もあります。 ⏎












    
        第二話　猫とねずみとお友だち


１


　猫が、はつかねずみ1と知りあいになって、じぶんといっしょになれば、いくらでもかわいがってあげると、しきりにうれしがらせを言ったので、鼠も、とうとう、猫と一つ家にすまって、世帯を一つにすることを承知しました。

「ところでと、冬のしたくをしておかなくちゃならないね、でないと、ひもじいめにあうよ」と、猫がいいました。「ねえ、おねずさん、おまえさんは、むやみに、そこいらじゅう出あるいちゃいけないよ、しまいにはねずみとりへひっかかることがわかってるんだからね」

　このしんせつな忠告はそのとおりにまもられて、へット〔正しくいえば、フェット、脂肪〕の小さい壺が買いこまれました。けれども、そのつぼを、どこへおいたらいいか、見当がつきません。さんざかんがえぬいたあげく、猫がいいました。

「これをしまっとくうまい場所は、教会のほかにゃないとおもう。あすこなら、まさか、物をぬすみだすやつもないからね。このつぼを御神壇の下において、ぜひともいりようなときまでは手をつけずにおくとしようよ」

　これで、壺はひとにとられる心配はなくなりましたが、いくらもたたないうちに、猫はへットがほしくってたまらなくなって、ねずみに言いました。

「おまえさんに話があるのだがね。ねえ、おねずさん、あたし、叔母から名づけ親にたのまれてね。なにさ、おばのやつ、赤ぶちのむすこをひりだしたんで、あたしに、そいつをだっこして洗礼をうけさせてくれって言うのさ。今日はあたしを出して、おまえさんは、ひとりで家のことをやっておくれよ」

「ああ、いいとも、いいとも」と、ねずみはこたえました。「いいから、いっといでなさい。お猫さんが、なにか、おいしいものをおたべだったら、あたしのことかんがえてね。お産婦さまの飲むあまい赤ぶどう酒なんぞは、あたしだって、ひとしずくぐらい飲んでみたいもんだ」

　けれども、これはみんな、ほんとうのことではありませんでした。猫には叔母さんなんか一ぴきもありません、だから、名づけ親にたのまれたのではなかったのです。猫は、まっすぐに教会へ行って、へットの壺のあるところにしのびこんで、ぴちゃぴちゃ、なめだして、上皮をきれいになめてしまいました。それから、町の屋根の上を散歩して、あたりのようすをしらべてから、日なたへ長々とねそべって、へットのつぼのことをかんがえるたんびに、ひげをこすっていたのです。

　日がくれてから、猫はうちへかえってきました。

「おや、おかえんなさい」と、ねずみがいいました。「今日は、さだめしおたのしみでしたろ」

「うまくいったよ」と、猫がへんじをしました。

「あかちゃんには、どんな名まえがつきましたの」と、ねずみがきいてみました。

　猫は、けろりとして、

「かわなめ」と言いました。

「皮なめっ！」と、ねずみが大きな声をしました。「まあ、きみょうな、めずらしい名まえなのねえ。お猫さんのほうには、そんな名まえがよくあるんですか」

「こんなの、なんでもないさ」と、猫が言いました。「おまえさんの名づけ子たちのパンくずどろぼうなんてえのよりわるかないよ」

　それからいくらもたたないうちに、猫は、また、食べたい病にとりつかれました。猫はねずみに言いました。

「すまないけど、もう一ぺん、うちのことをひとりでやってもらわなくちゃならない。また、名づけ親にたのまれちまったの。なにしろ、あかんぼうは、くびのまわりにずうっとまっ白な環があるときてるんだから、どうしたって御免こうむるわけにゃいかないのさ」

　ねずみは性がいいので、猫のいうなりになりました。猫は、町の境界の石塀のうしろをとおって教会へしのびこみ、へットのつぼを半分たいらげてしまいました。猫は、

「どうも、ひとりでたべるものぐらい、おいしいものはないわ」と、ひとりごとを言って、今日はうまいしごとをしたものだと、ほくほくしていました。


２


　うちへかえると、ねずみがたずねました。

「こんどのあかちゃんには、なんてえ名まえがつきましたの」

「はんぶんぺろり」と、猫がへんじをしました。

「半分ぺろり、ですって？　ひとを、ばかにしてる。そんな名まえ、生まれてから聞いたことがありゃしない。そんな名まえが名簿にあったら、お目にゃかからないわ」

　猫は、まもなくまたごちそうが食べたくなって、口につばきがたまりました。

「善いことは三つあるにきまってるというけど」と、猫がねずみに言いました。「また、名づけ親になってくれというのさ。こんどのあかんぼうは、まっ黒で、足のさきだけが白い。そのほかには、からだじゅうどっこにも白い毛がない。こんなのは二、三年めに一ぴき生まれるきりなんだから、どうしても、あたしを出してもらわなくちゃならないのよ」

「皮なめだの、半分ぺろりだのって、みょうちきりんな名まえね。かんがえてみると、変だこと！」と、ねずみがへんじをしました。

「おまえさんはね、濃いねずみいろの毛ごろもにくるまって、長い毛をお下髪にして、うちのなかにひっこんで」と、猫が言いました。「それで、愚にもつかない、えてかってなことをかんがえてる。昼間外へでないもんだから、自然そうなるんだわ」

　ねずみは、猫のるすのあいだにかたづけものをして、うちのなかをきちんとしました。ところが、食いしんぼうの猫のほうは、つぼの脂肪を、きれいにたべてしまったのです。「みんなたべちまうと、やっと安心するものだね」

　猫はひとりごとを言いました、そして、おなかがはったので、まるまるとなって、夜になってからやっと、家へかえってきました。


３


　わずみは、さっそく、三番めのあかんぼうについた名まえをきいてみました。

「こんどの名まえも、おまえさんには気にいらないとおもうんだけど」と、猫が言いました、

「こんどのは、『みんなぺろり』っていうのさ」

「みんなぺろり、ですって？」と、ねずみが大きな声をしました。「そんなおかしな名まえってありゃしない。印刷した名まえだって、そんなの、まだ見たことがありゃしないわ。みんなぺろりなんて、いったい、なんのこったろ」

　ねずみはあたまをふってかんがえこんでいましたが、そのまま丸くなってねてしまいました。

　それからは、もうだれも猫を名づけ親にたのもうというものもありませんでした。が、冬が近よってきて、外にはもうなんにも見つからないころになると、ねずみは、じぶんたちのたくわえておいたものをおもいだして、

「いらっしゃい、お猫さん、ふたりがしまっといたへットのつぼのとこへいきましょう。あれは、さぞおいしいでしょ」と言いました。

「おっと承知した」と、猫は二つへんじです。「おねずさんにゃ、さぞおいしいことだろ。味のよくわかるおねずさんの舌を、おちょぼ口からぺろりとだしてみたらね」

　二ひきそろって、でかけました、ところが、いくところへ行ってみると、へットの壺は、せんにおいたところにちゃんとあるにはありましたけれども、かんじんのなかみは、からっぽでした。

「なあんだ、こんなことになってたのか」と、ねずみが言いました。「これで、すっかりわかったわ。あなたのようなのが、ほんとうのお友だちってえものなのね。食べたにもなんにも、名づけ親になっては食べて、最初は上っ皮をなめて、そのつぎには半分ぺろりとしてやって、その次には……」

「だまらないか」と、猫がどなりつけました。「もう一語いってみろ！　てめえを、くっちまうぞ」

「みんなぺろり」と、舌の上まできていた言葉がねずみの口から出たか出ないうちに、かわいそうに、猫は一足跳びにとびかかって、ねずみをひっつかみ、ぐうっと、鵜谷みにしてしまいました。どうです。世の中はこんなものですよ。















	

註　この話の原型は北方ゲルマン族の「熊と狐」だという説があります。狐が、蜂蜜の籠をもっている熊と友だちになって、名づけ親を頼まれたと嘘をついては三度外出して蜜をなめてしまい、そのたびごとに熊に子どもの名をきかれると、後になってみればその意味がわかるような思わせぶりの名を言う。しまいに、盗みぐいの事が熊に見つかると、それは熊が自分でなめたのだと強情をはる。結局、狐は、どちらがなめたか、日なたで昼寝をしてみればわかると言いだして、熊のねている間に熊に蜜をなすりつけておくという話です。 ⏎
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